
　
伊
賀
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化

再
生
協
議
会
で
は
、
バ
ス
や
鉄
道

な
ど
の
公
共
交
通
手
段
が
地
域
に

ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
な
る
よ
う
に
、

新
た
に「
伊
賀
市
地
域
公
共
交
通

計
画
」の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

市
民
、
公
共
交
通
事
業
者
、
行
政

が
一
丸
と
な
っ
て
「
市
民
の
暮
ら

し
」
に
寄
り
そ
う
公
共
交
通
の
姿

を
目
標
と
し
て
議
論
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。

　
今
回
は
、
広
報
い
が
10
月
号
に

続
き
、
現
在
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
募
集
し
て
い
る
計
画
案
の
詳

し
い
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
は
じ
め
に
、
協
議
会
で
会
長
を

務
め
る
和
歌
山
大
学
の
辻
本
勝
久

教
授
の
新
し
い
計
画
に
関
す
る
お

話
を
紹
介
し
ま
す
。

●
私
た
ち
の
生
活
の
質
を
支
え
る

　交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
使
い
や
す
い
交
通
手
段
が
あ
る
と
、
買
い

物
や
通
院
が
便
利
に
な
っ
た
り
、
遠
方
の
学

校
に
通
い
や
す
く
な
っ
た
り
、
通
勤
で
き
た

り
、
観
光
し
や
す
く
な
っ
た
り
、
帰
省
が
楽

に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

　
私
た
ち
の
「
生
活
の
質
（
暮
ら
し
や
す

さ
）
」
は
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
暮
ら
し
や
す
い

地
域
に
は
人
々
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
活
気
も

生
ま
れ
ま
す
。
人
も
地
域
も
輝
く
伊
賀
市
づ

く
り
の
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
の
が
交
通
な
の

で
す
。

●
公
共
交
通
の
強
み
と
弱
点

　
交
通
手
段
の
ひ
と
つ
で
あ
る
公
共
交
通
に

は
、
い
ろ
ん
な
長
所
が
あ
り
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
公
共
交
通
は
運
賃
を
払
え
ば

誰
で
も
乗
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
乗
車
時
間

を
有
効
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
、
環
境
に
優

し
い
、
駅
や
バ
ス
停
ま
で
歩
け
ば
健
康
に
も

い
い
、
特
に
鉄
道
は
時
間
通
り
に
走
る
、
景

色
を
ゆ
っ
く
り
楽
し
め
る
と
い
っ
た
点
も
、

公
共
交
通
の
長
所
で
す
。

　
こ
う
い
っ
た
長
所
は
、
し
っ
か
り
伸
ば
し
、

も
っ
と
活
用
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
一
方
で
公
共
交
通
に
は
弱
点
も
あ
り
ま
す
。

路
線
や
ダ
イ
ヤ
の
制
約
が
あ
る
、
乗
り
継
ぎ

経
路
な
ど
を
調
べ
る
の
が
面
倒
だ
、
一
部
の

駅
に
段
差
な
ど
の
バ
リ
ア
が
あ
る
、
な
ど
で

す
。

　
こ
う
い
っ
た
弱
点
は
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
改

善
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
長
所
を
活
か
し
弱
点
を
改
善
す
る
計
画

　
公
共
交
通
の
長
所
を
暮
ら
し
の
向
上
や
地

域
づ
く
り
に
活
か
し
つ
つ
、
弱
点
を
改
善
し

て
い
く
た
め
の
計
画
が
「
伊
賀
市
地
域
公
共

交
通
計
画
」
で
す
。
こ
の
計
画
の
基
本
理
念

は
、「
暮
ら
し
に
寄
り
添
い 

ひ
と
・
地
域
が

輝
く 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り 

〜
み
ん
な
で

磨
き
あ
げ 

使
っ
て 

支
え
る 

伊
賀
市
の
地
域

公
共
交
通
〜
」
で
す
。
そ
の
も
と
で
、「
都

市
部
へ
の
通
勤
・
通
学
環
境
の
充
実
」「
路

線
・
乗
換
案
内
の
充
実
」
な
ど
の
目
標
を
立

て
、
20
以
上
の
事
業
を
精
力
的
に
展
開
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

●
使
わ
な
い
と
朽
ち
果
て
る

　
基
本
理
念
の
中
に
、「
み
ん
な
で
磨
き
あ

げ 

使
っ
て 

支
え
る
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
9
万
人
の
市
民
と
、
行
政
、
交
通
事
業

者
な
ど
、
み
ん
な
が
関
心
を
寄
せ
、
有
効
活

用
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
公
共
交
通
を
維
持

し
て
い
こ
う
と
い
う
意
味
で
す
。
棚
に
し
ま

い
込
ま
れ
た
銀
食
器
が
錆
び
付
く
よ
う
に
、

公
共
交
通
も
時
々
気
に
か
け
、
使
っ
て
や
ら

な
い
と
朽
ち
果
て
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
が
最
終
年
度
を
迎
え
る
の
は
6

年
後
で
す
。
そ
の
時
、
伊
賀
市
の
公
共
交
通

は
、
市
民
の
暮
ら
し
に
し
っ
か
り
と
寄
り
添

う
、
地
域
の
大
切
な
宝
物
に
な
っ
て
い
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
伊
賀
市

の
公
共
交
通
を
市
民
は
じ
め
関
係
者
み
ん
な

で
磨
き
上
げ
、
有
効
活
用
し
、
支
え
続
け
て

い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
ど
う
か
市
民
の
み

な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。          

　
（
辻
本
勝
久
さ
ん
）

伊賀市地域公共交通活性化再生協議会会長
和歌山大学経済学部教授　辻本 勝久 さん

6年後、伊賀市の公共交通は
地域の宝物になっているか？
～みんなで磨きあげ  使って  支える  伊賀市の公共交通～

◆  計画の名称

◆  計画の期間

◆  基本理念

「伊賀市地域公共交通計画」

令和３年度から令和８年度までの６年間

暮らしに寄り添い  ひと・地域が輝く  ネットワークづくり
～みんなで磨きあげ  使って  支える  伊賀市の地域公共交通～

◆  基本方針と目標
　計画では基本理念をふまえ、３つの基本方針と11の目標を示しています。

目標①　公共交通軸の伊賀鉄道の利用者の増加
目標②　公共交通軸・補完的交通のバスの利用者数の維持
目標③　まちの拠点と居住地を結ぶ公共交通ネットワークの構築
目標④　都市部への通勤・通学環境の充実による市外への転出者数の抑制

基本方針１：市民・利用者の生活の質を高める地域公共交通ネットワークの形成　　　　　　　　　　　

目標⑤　利用しやすさの向上に向けた路線・乗換案内の充実
目標⑥　乗り継ぎしやすさの向上に向けた乗継利便の充実
目標⑦　地域公共交通を利用したお出かけの増加

基本方針２：誰もが利用しやすく、使いたくなるような地域公共交通サービスの充実

目標⑧　地域公共交通に対する市民の参画度の向上
目標⑨　地域公共交通に対する市民の満足度の向上
目標⑩　市民の地域公共交通の利用割合の増加
目標⑪　地域公共交通がもたらすクロスセクター効果＊の維持

　それぞれの目標は計画の達成水準をわかりやすくイメージするため、数値を使って設定しています。

例）

基本方針３：一緒に考え、次世代へつないでいく持続可能な仕組みづくり

公共交通計画策定中!公共交通計画策定中!

　
■市外への流出が多い若者世代が、市内に住み続けながら都市部へ通勤・通学でき
る環境となっているかを評価します。
■平成 27 年からの５年間での 15～39 歳までの転出者数は、年平均 2,370 人と
なっており、平成 28年度以降は増加傾向となっています。都市部への通勤・通
学環境の充実により、転出傾向を抑制し、5年間の中で最も転出者数が少ない平
成 28年度の 2,270 人 / 年を下回る、 2,200 人 / 年をめざします。

目標④

市外への転出者数 （最新の 5年間の平均） （計画期間各年）
 2,370人/年  2,200人/年

目標値現況値
▶▶▶

：都市部への通勤・通学環境の充実による市外への転出者数の抑制

＊クロスセクター効果について、
　詳しくは９ページをご覧くだ
　さい。

2020.12 6



　
伊
賀
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化

再
生
協
議
会
で
は
、
バ
ス
や
鉄
道

な
ど
の
公
共
交
通
手
段
が
地
域
に

ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
な
る
よ
う
に
、

新
た
に「
伊
賀
市
地
域
公
共
交
通

計
画
」の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

市
民
、
公
共
交
通
事
業
者
、
行
政

が
一
丸
と
な
っ
て
「
市
民
の
暮
ら

し
」
に
寄
り
そ
う
公
共
交
通
の
姿

を
目
標
と
し
て
議
論
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。

　
今
回
は
、
広
報
い
が
10
月
号
に

続
き
、
現
在
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
募
集
し
て
い
る
計
画
案
の
詳

し
い
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
は
じ
め
に
、
協
議
会
で
会
長
を

務
め
る
和
歌
山
大
学
の
辻
本
勝
久

教
授
の
新
し
い
計
画
に
関
す
る
お

話
を
紹
介
し
ま
す
。

●
私
た
ち
の
生
活
の
質
を
支
え
る

　交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
使
い
や
す
い
交
通
手
段
が
あ
る
と
、
買
い

物
や
通
院
が
便
利
に
な
っ
た
り
、
遠
方
の
学

校
に
通
い
や
す
く
な
っ
た
り
、
通
勤
で
き
た

り
、
観
光
し
や
す
く
な
っ
た
り
、
帰
省
が
楽

に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

　
私
た
ち
の
「
生
活
の
質
（
暮
ら
し
や
す

さ
）
」
は
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
暮
ら
し
や
す
い

地
域
に
は
人
々
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
活
気
も

生
ま
れ
ま
す
。
人
も
地
域
も
輝
く
伊
賀
市
づ

く
り
の
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
の
が
交
通
な
の

で
す
。

●
公
共
交
通
の
強
み
と
弱
点

　
交
通
手
段
の
ひ
と
つ
で
あ
る
公
共
交
通
に

は
、
い
ろ
ん
な
長
所
が
あ
り
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
公
共
交
通
は
運
賃
を
払
え
ば

誰
で
も
乗
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
乗
車
時
間

を
有
効
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
、
環
境
に
優

し
い
、
駅
や
バ
ス
停
ま
で
歩
け
ば
健
康
に
も

い
い
、
特
に
鉄
道
は
時
間
通
り
に
走
る
、
景

色
を
ゆ
っ
く
り
楽
し
め
る
と
い
っ
た
点
も
、

公
共
交
通
の
長
所
で
す
。

　
こ
う
い
っ
た
長
所
は
、
し
っ
か
り
伸
ば
し
、

も
っ
と
活
用
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
一
方
で
公
共
交
通
に
は
弱
点
も
あ
り
ま
す
。

路
線
や
ダ
イ
ヤ
の
制
約
が
あ
る
、
乗
り
継
ぎ

経
路
な
ど
を
調
べ
る
の
が
面
倒
だ
、
一
部
の

駅
に
段
差
な
ど
の
バ
リ
ア
が
あ
る
、
な
ど
で

す
。

　
こ
う
い
っ
た
弱
点
は
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
改

善
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
長
所
を
活
か
し
弱
点
を
改
善
す
る
計
画

　
公
共
交
通
の
長
所
を
暮
ら
し
の
向
上
や
地

域
づ
く
り
に
活
か
し
つ
つ
、
弱
点
を
改
善
し

て
い
く
た
め
の
計
画
が
「
伊
賀
市
地
域
公
共

交
通
計
画
」
で
す
。
こ
の
計
画
の
基
本
理
念

は
、「
暮
ら
し
に
寄
り
添
い 

ひ
と
・
地
域
が

輝
く 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り 

〜
み
ん
な
で

磨
き
あ
げ 

使
っ
て 

支
え
る 

伊
賀
市
の
地
域

公
共
交
通
〜
」
で
す
。
そ
の
も
と
で
、「
都

市
部
へ
の
通
勤
・
通
学
環
境
の
充
実
」「
路

線
・
乗
換
案
内
の
充
実
」
な
ど
の
目
標
を
立

て
、
20
以
上
の
事
業
を
精
力
的
に
展
開
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

●
使
わ
な
い
と
朽
ち
果
て
る

　
基
本
理
念
の
中
に
、「
み
ん
な
で
磨
き
あ

げ 

使
っ
て 

支
え
る
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
9
万
人
の
市
民
と
、
行
政
、
交
通
事
業

者
な
ど
、
み
ん
な
が
関
心
を
寄
せ
、
有
効
活

用
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
公
共
交
通
を
維
持

し
て
い
こ
う
と
い
う
意
味
で
す
。
棚
に
し
ま

い
込
ま
れ
た
銀
食
器
が
錆
び
付
く
よ
う
に
、

公
共
交
通
も
時
々
気
に
か
け
、
使
っ
て
や
ら

な
い
と
朽
ち
果
て
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
が
最
終
年
度
を
迎
え
る
の
は
6

年
後
で
す
。
そ
の
時
、
伊
賀
市
の
公
共
交
通

は
、
市
民
の
暮
ら
し
に
し
っ
か
り
と
寄
り
添

う
、
地
域
の
大
切
な
宝
物
に
な
っ
て
い
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
伊
賀
市

の
公
共
交
通
を
市
民
は
じ
め
関
係
者
み
ん
な

で
磨
き
上
げ
、
有
効
活
用
し
、
支
え
続
け
て

い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
ど
う
か
市
民
の
み

な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。          

　
（
辻
本
勝
久
さ
ん
）

伊賀市地域公共交通活性化再生協議会会長
和歌山大学経済学部教授　辻本 勝久 さん

6年後、伊賀市の公共交通は
地域の宝物になっているか？
～みんなで磨きあげ  使って  支える  伊賀市の公共交通～

◆  計画の名称

◆  計画の期間

◆  基本理念

「伊賀市地域公共交通計画」

令和３年度から令和８年度までの６年間

暮らしに寄り添い  ひと・地域が輝く  ネットワークづくり
～みんなで磨きあげ  使って  支える  伊賀市の地域公共交通～

◆  基本方針と目標
　計画では基本理念をふまえ、３つの基本方針と11の目標を示しています。

目標①　公共交通軸の伊賀鉄道の利用者の増加
目標②　公共交通軸・補完的交通のバスの利用者数の維持
目標③　まちの拠点と居住地を結ぶ公共交通ネットワークの構築
目標④　都市部への通勤・通学環境の充実による市外への転出者数の抑制

基本方針１：市民・利用者の生活の質を高める地域公共交通ネットワークの形成　　　　　　　　　　　

目標⑤　利用しやすさの向上に向けた路線・乗換案内の充実
目標⑥　乗り継ぎしやすさの向上に向けた乗継利便の充実
目標⑦　地域公共交通を利用したお出かけの増加

基本方針２：誰もが利用しやすく、使いたくなるような地域公共交通サービスの充実

目標⑧　地域公共交通に対する市民の参画度の向上
目標⑨　地域公共交通に対する市民の満足度の向上
目標⑩　市民の地域公共交通の利用割合の増加
目標⑪　地域公共交通がもたらすクロスセクター効果＊の維持

　それぞれの目標は計画の達成水準をわかりやすくイメージするため、数値を使って設定しています。

例）

基本方針３：一緒に考え、次世代へつないでいく持続可能な仕組みづくり

公共交通計画策定中!公共交通計画策定中!

　
■市外への流出が多い若者世代が、市内に住み続けながら都市部へ通勤・通学でき
る環境となっているかを評価します。
■平成 27 年からの５年間での 15～39 歳までの転出者数は、年平均 2,370 人と
なっており、平成 28年度以降は増加傾向となっています。都市部への通勤・通
学環境の充実により、転出傾向を抑制し、5年間の中で最も転出者数が少ない平
成 28年度の 2,270 人 / 年を下回る、 2,200 人 / 年をめざします。

目標④

市外への転出者数 （最新の 5年間の平均） （計画期間各年）
 2,370人/年  2,200人/年

目標値現況値
▶▶▶

：都市部への通勤・通学環境の充実による市外への転出者数の抑制

＊クロスセクター効果について、
　詳しくは９ページをご覧くだ
　さい。
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現
在
の
路
線
バ
ス
は
、
昔
に
比
べ
て
車

内
の
段
差
が
減
り
、
安
全
装
置
も
改
良
さ

れ
て
い
ま
す
。
交
通
系
IC
カ
ー
ド
も
利
用

で
き
、
今
年
４
月
か
ら
は
伊
賀
地
域
の
路

線
に
バ
ス
の
現
在
地
が
わ
か
る
「
バ
ス
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し
ま
し

た
。
ま
た
、
伊
賀
管
内
の
す
べ
て
の
車
両

に
「
抗
菌
・
抗
ウ
イ
ル
ス
加
工
」
を
施
工

済
み
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
安
心
し
て
ご
利

用
い
た
だ
け
る
よ
う
安
全
運
行
に
つ
と
め

て
い
き
ま
す
。

◆
さ
ま
ざ
ま
な
移
動
手
段
を
総
動
員

　
市
内
に
は
、
伊
賀
鉄
道
、
近
鉄
大
阪
線
、

Ｊ
Ｒ
関
西
本
線
・
草
津
線
な
ど
の
鉄
道
、

三
重
交
通
の
路
線
バ
ス
、
行
政
バ
ス
や
地

域
運
行
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
公
共
交

通
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
や
福
祉
有
償
運
送
、
各
施
設
の
送
迎

バ
ス
な
ど
公
共
交
通
を
補
完
す
る
移
動
手

段
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
交
通
手
段
を
総
動
員
し
、
市

民
や
来
訪
者
の
移
動
手
段
を
確
保
し
ま
す
。

◆
計
画
案
へ
の

　パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集

　
現
在
、
計
画
案
に
対
す
る
意
見
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
こ
の
特
集
に
記
載
し
た
内

容
の
ほ
か
、数
値
目
標
や
事
業
内
容
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
閲
覧
場
所
に
あ
る
冊

子
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
計
画
案
で
は
、
も
し
伊
賀
鉄
道
と
バ
ス

が
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
、
医
療
や

福
祉
、
教
育
の
分
野
で
代
替
す
る
施
策
を

実
施
す
る
場
合
、
費
用
は
ど
れ
だ
け
か
か

る
の
か
、
現
状
の
公
共
交
通
に
関
す
る
財

政
支
出
と
比
較
し
た
「
ク
ロ
ス
セ
ク
タ
ー

効
果
」
を
算
出
し
、
記
載
し
て
い
ま
す
。

【
閲
覧
場
所
】

○
交
通
政
策
課

○
各
支
所
振
興
課

○
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

○
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【
募
集
期
限
】

12
月
25
日
㈮
　※

必
着

【
提
出
方
法
】

　
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
件
名
（
地

域
公
共
交
通
計
画
中
間
案
・
該
当
箇
所
と

そ
れ
に
対
す
る
意
見
を
明
記
の
上
、
提
出

先
ま
で
。

　
持
参
の
場
合
、
各
支
所
振
興
課
で
も
受

け
付
け
ま
す
。

【
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
交
通
政
策
課

　
☎ 

２２
・
９
６
６
３
　℻ 

２２
・
９
６
９
４

　
　

koutsuu@
city.iga.lg.jp

◆
事
業
内
容
・
事
業
主
体

　
目
標
達
成
の
た
め
に
、
24
の
事
業
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
ひ
と
つ
の
事
業
に
は
、

だ
れ
が
・
い
つ
ま
で
に
・
何
を
実
施
す
る
の
か
決
め
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

　
市
内
の
公
共
交
通
の
中
心
と
な
る
伊
賀
鉄
道
㈱
と
三
重
交
通
㈱
の
担
当
者
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
で
す
。
二
人
は
計
画
策
定
の
た
め
の
協
議
会
の
委
員
で
も
あ
り
ま
す
。

三重交通㈱
伊賀営業所長
川端 邦裕さん

　
市
民
の
皆
さ
ん
や
、
観
光
や
仕
事
で
伊

賀
市
を
訪
れ
る
皆
さ
ん
に
選
ん
で
い
た
だ

け
る
交
通
手
段
と
な
れ
る
よ
う
、
伊
賀
線

の
安
全
・
安
心
な
輸
送
の
確
保
と
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
輸
送
人

員
は
年
々
減
少
し
、
運
営
赤
字
も
拡
大
し

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
状
況
改
善

は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
幅
広
い

皆
さ
ん
の
応
援
を
糧
に
、
こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

伊賀鉄道㈱
鉄道営業部長
藤巻　 恵さん

事業5  地域の実情に応じた交通手段の検討
　現在市内のバスは、決まった時間に決まったルートを走る「定時定路線型」が基本となって
いますが、今後は地域の実情に応じて、デマンド運行＊などの導入について調査・検討してい
きます。
＊デマンド運行とは、利用者からの予約（需要）に応じて出発点と目的地を最短ルートで結ぶ
など、柔軟に運行する形態です。

<事業主体>
市民・地域

○ ○ ○ ○ ○

伊賀市 鉄道
事業者

バス
事業者

タクシー
事業者

企業等
関係団体

事業10  乗り継ぎしやすいダイヤ設定と周知
　伊賀神戸駅での伊賀鉄道と近鉄大阪線の乗り継ぎと、伊賀上野駅での伊賀鉄道とＪＲ関西本
線の乗り継ぎは、一部の時間帯では、単線であることなどを理由に利用者ニーズに応えられて
いません。そのため、乗務員などからの定期的な情報収集や利用者調査などを行い、具体的な
乗り換え要望を確認し、乗り継ぎしやすいダイヤへ修正を図っていきます。また、乗り継ぎ時
刻表を作成するなど、乗り継ぎのしやすさの周知を図っていきます。

<事業主体> 市民・地域

○ ○ ○

伊賀市 鉄道
事業者

バス
事業者

タクシー
事業者

企業等
関係団体

事業11  施設と連携したバス待合環境乗り継ぎ改善
　バス停が近くにある公共施設、医療施設、商業施設、鉄道駅などの施設内に、公
共交通の路線図や時刻表などを掲示するとともに、施設内でバスの到着が確認でき
るようにするなど、施設と連携した待合環境の改善を図ります。また、施設出入口
近くへのバス停配置に努めます。

<事業主体>
市民・地域

○ ○ ○ ○ ○

伊賀市 鉄道
事業者

バス
事業者

タクシー
事業者

企業等
関係団体

事業21  高校生の通学交通を対象としたモビリティマネジメント＊の展開
　伊賀鉄道の主要な利用者は高校生ですが、通学定期の利用者は年々減少していま
す。中には自家用車の送迎で高校に通う人もいます。
　そこで、市内の高校に通学する生徒や、中学３年生を対象に、時刻表や路線図、
公共交通のメリットを伝えるチラシを配布するなど高校生の通学の公共交通利用促
進に取り組みます。
　また、各学校と連携し、公共交通を盛り上げる取り組みを行っていきます。
＊モビリティマネジメント…渋滞や環境、個人の健康などの問題に配慮して、過度
に自動車に頼る状態から公共交通や自転車などをかしこく使う方向へと自発的に
転換することを促す、一般の人々やさまざまな組織・地域を対象とするコミュニ
ケーションを中心とした持続的な取り組みのことです。
<事業主体>

市民・地域

○ ○ ○ ○ ○

伊賀市 鉄道
事業者

バス
事業者

タクシー
事業者

企業等
関係団体

バス

鉄道

交通手段を総動員し、市民や来訪者の移動手段を確保
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管
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の
車
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に
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抗
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加
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を
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工

済
み
で
す
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こ
れ
か
ら
も
安
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し
て
ご
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る
よ
う
安
全
運
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す
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移
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総
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に
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鉄
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近
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な
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、

三
重
交
通
の
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行
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や
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、
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に
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を
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に
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き
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達
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に
、
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す
。
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の
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に
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の
メ
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。
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は
計
画
策
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の
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の
協
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員
で
も
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。

三重交通㈱
伊賀営業所長
川端 邦裕さん

　
市
民
の
皆
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や
、
観
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や
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事
で
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を
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る
皆
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に
選
ん
で
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だ

け
る
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通
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と
な
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る
よ
う
、
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と
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に
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が
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員
は
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し
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す
。
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ん
の
応
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糧
に
、
こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
い
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ま
す
。

伊賀鉄道㈱
鉄道営業部長
藤巻　 恵さん

事業5  地域の実情に応じた交通手段の検討
　現在市内のバスは、決まった時間に決まったルートを走る「定時定路線型」が基本となって
いますが、今後は地域の実情に応じて、デマンド運行＊などの導入について調査・検討してい
きます。
＊デマンド運行とは、利用者からの予約（需要）に応じて出発点と目的地を最短ルートで結ぶ
など、柔軟に運行する形態です。

<事業主体>
市民・地域

○ ○ ○ ○ ○

伊賀市 鉄道
事業者

バス
事業者

タクシー
事業者

企業等
関係団体

事業10  乗り継ぎしやすいダイヤ設定と周知
　伊賀神戸駅での伊賀鉄道と近鉄大阪線の乗り継ぎと、伊賀上野駅での伊賀鉄道とＪＲ関西本
線の乗り継ぎは、一部の時間帯では、単線であることなどを理由に利用者ニーズに応えられて
いません。そのため、乗務員などからの定期的な情報収集や利用者調査などを行い、具体的な
乗り換え要望を確認し、乗り継ぎしやすいダイヤへ修正を図っていきます。また、乗り継ぎ時
刻表を作成するなど、乗り継ぎのしやすさの周知を図っていきます。

<事業主体> 市民・地域

○ ○ ○

伊賀市 鉄道
事業者

バス
事業者

タクシー
事業者

企業等
関係団体

事業11  施設と連携したバス待合環境乗り継ぎ改善
　バス停が近くにある公共施設、医療施設、商業施設、鉄道駅などの施設内に、公
共交通の路線図や時刻表などを掲示するとともに、施設内でバスの到着が確認でき
るようにするなど、施設と連携した待合環境の改善を図ります。また、施設出入口
近くへのバス停配置に努めます。

<事業主体>
市民・地域

○ ○ ○ ○ ○

伊賀市 鉄道
事業者

バス
事業者

タクシー
事業者

企業等
関係団体

事業21  高校生の通学交通を対象としたモビリティマネジメント＊の展開
　伊賀鉄道の主要な利用者は高校生ですが、通学定期の利用者は年々減少していま
す。中には自家用車の送迎で高校に通う人もいます。
　そこで、市内の高校に通学する生徒や、中学３年生を対象に、時刻表や路線図、
公共交通のメリットを伝えるチラシを配布するなど高校生の通学の公共交通利用促
進に取り組みます。
　また、各学校と連携し、公共交通を盛り上げる取り組みを行っていきます。
＊モビリティマネジメント…渋滞や環境、個人の健康などの問題に配慮して、過度
に自動車に頼る状態から公共交通や自転車などをかしこく使う方向へと自発的に
転換することを促す、一般の人々やさまざまな組織・地域を対象とするコミュニ
ケーションを中心とした持続的な取り組みのことです。
<事業主体>

市民・地域

○ ○ ○ ○ ○

伊賀市 鉄道
事業者

バス
事業者

タクシー
事業者

企業等
関係団体

バス

鉄道

交通手段を総動員し、市民や来訪者の移動手段を確保
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